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心に響く 冬花火



　

僕
が
通
っ
て
い
る
河
辺
中
学

校
は
、
来
年
度
か
ら
河
辺
小

学
校
の
校
舎
で
授
業
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
校
舎
で
の
最
後
の

卒
業
生
か
と
思
う
と
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で

い
ち
ば
ん
思
い
出
の
あ
る
場
所

は
、
中
学
校
に
入
学
し
て
最
初

に
授
業
を
受
け
た
一
年
の
教
室

で
す
。
小
学
校
と
は
違
う
雰
囲

気
に
緊
張
し
て
い
た
の
を
、
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
高
校
入
試
に
向
け

て
、
面
接
の
練
習
や
各
教
科
の

復
習
を
し
て
い
ま
す
。
先
生
の

指
導
・
助
言
は
と
て
も
心
強
く
、

入
試
に
自
信
を
持
っ
て
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
医
師
な
ど
の

医
療
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
高
校

で
は
、
し
っ
か
り
と
学
力
を
身

に
付
け
た
い
で
す
。
ま
た
、
文

武
両
道
を
目
指
し
、
部
活
動
で

も
活
躍
し
た
い
で
す
。

　

今
年
度
の
河
辺
中
学
校
の
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
創
造
」

で
す
。
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
今

ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

この校舎最後の卒業生として
河辺中学校 3年
　森　川　慎

しん

太
た

郎
ろう

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲
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税　　　別 3月 4月 5月 6月

市 県 民 税 1期

固 定 資 産 税 1期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 9期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」をご利用ください。

3 月の納税など　納期限は 4 月 1 日㈪です。

人の動き（先月比）

人　口　43,344人　（－ 56 ）
　男　　20,682人　（－ 30 ）
　女　　22,662人　（－ 26 ）
世帯数　19,841世帯（－ 12 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　　4件（   10 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　　4人（   16 人）

（2019年１月末現在）

　大洲復興冬花火大会が１
月11日㈮、肱北河原で開催
され、約5,000発の花火が冬
の夜空を彩りました。
　会場に集まった観客は、
寒空のなか、花火を楽しん
でいました。

【お詫び】
　広報おおず２月号11ページ「大洲の復興を目指
して」の記事で誤りがありました。「石本大

だい
輔
すけ
さん」

は、正しくは「石山大
だい
輔
すけ
さん」です。

　お詫びのうえ、訂正させていただきます。
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各種手続きについて、再度ご確認ください
 

市
税
・
保
険
料
な
ど
の
減
免　
　
　

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
水
害
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
人
が
申
請
す
る
と
、
被
害
の

程
度
に
応
じ
て
、
市
税
や
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
申
請
書
の
提
出
が
ま
だ
の
人

は
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
減
免
の
対
象
】

▽
市
税

・
固
定
資
産
税

・
個
人
住
民
税

・
国
民
健
康
保
険
税

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

▽
介
護
保
険
料

　

な
お
、
減
免
の
対
象
は
、
こ
の
災
害

に
伴
う
平
成
30
年
度
分
の
市
税
、
保
険

料
と
な
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
分
の
減

免
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
１

保
険
年
金
課　
　

☎
㉔
１
７
１
３

高
齢
福
祉
課　
　

☎
㉔
１
７
１
４

 

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　

①
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
納
付

が
困
難
な
人
（
学
生
を
除
く
）
の
う
ち
、

住
宅
・
家
財
な
ど
に
２
分
の
１
以
上
の

損
失
が
あ
っ
た
人
は
、
年
金
保
険
料
の

納
付
の
免
除
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
対
象
期
間
は
、
平
成
30
年
６
月

分
か
ら
平
成
32
年
６
月
分
ま
で
で
す
。

※ 

保
険
な
ど
に
よ
る
補
て
ん
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
分
を
控
除
し
ま
す
。

7 月豪雨で被災されたみなさんへ

②�

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
学
生

で
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
は
、
年
金

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③�

老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
（
20

歳
前
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
も
の
）
お

よ
び
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給

　

所
得
制
限
に
よ
り
老
齢
福
祉
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て

い
る
人
で
、
被
害
に
よ
り
、
収
入
減
が

認
め
ら
れ
る
人
（
住
宅
・
家
財
な
ど
に

２
分
の
１
以
上
の
損
失
が
あ
っ
た
場

合
）
は
、
損
害
を
受
け
た
月
か
ら
翌
年

の
７
月
ま
で
の
支
給
停
止
が
解
除
さ
れ

ま
す
。

※ 

保
険
な
ど
に
よ
る
補
て
ん
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
分
を
控
除
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
（
９
２
５
）
５
１
０
５

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金　
　
　
　

　

被
災
さ
れ
た
人
の
生
活
再
建
を
支
援

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
居
住
す
る
住

宅
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
た
基
礎
支
援

金
お
よ
び
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
た

加
算
支
援
金
、
ま
た
愛
媛
県
独
自
の
特

別
支
援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
の
対
象
と
な
る
人
】

▽
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

▽ 

住
宅
が
半
壊
な
ど
ま
た
は
住
宅
の
敷

地
に
被
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や

む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯

▽
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯

▽
住
宅
が
半
壊
し
た
世
帯
（
県
独
自
）

▽ 

住
宅
が
半
壊
に
至
ら
な
い
床
上
浸
水

と
な
っ
た
世
帯
（
県
独
自
）

【
必
要
書
類
な
ど
】

①
基
礎
支
援
金

▽ 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
支
給
申
請
書

▽
り
災
証
明
書
お
よ
び
住
民
票（
原
本
）

▽
預
金
通
帳
の
写
し

▽
滅
失
登
記
簿
謄
本
（
解
体
の
場
合
）

な
ど

②
加
算
支
援
金

　

 

前
記
の
必
要
書
類
の
ほ
か
に
「
住
宅

を
建
設
、
購
入
、
補
修
お
よ
び
賃
貸

す
る
と
き
の
契
約
書
な
ど
の
写
し
」

【
受
付
期
限
】

①
基
礎
支
援
金

　

２
０
１
９
年
８
月
４
日
ま
で

②
加
算
支
援
金

　

２
０
２
１
年
８
月
４
日
ま
で

③
特
別
支
援
金

　

２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
５

 

災
害
見
舞
金　
　
　
　
　
　
　
　

             

　

住
家
が
床
上
浸
水
以
上
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
額
】

▽
全
壊
・
流
失　
　
　
　
　

５
万
円

▽
半
壊
（
大
規
模
半
壊
を
含
む
）・

　

床
上
浸
水　
　
　
　
　
　

３
万
円

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
５

① ② ③
年金手帳 〇 〇
手帳証書 〇
印鑑 〇 〇 〇
被災状況届 〇
り災証明書（原本） 〇
在学証明書または学生証
（有効期限が記載） 〇

国民年金受給権者所得状況届 〇
老齢・障害給付受給権者支給
停止事由消滅届 〇

【必要なもの】

【支援金の支給額】
①基礎支援金
（�住宅の被害程度
に応じて支給）

被害程度 全壊 解体 大規模半壊
複数世帯支給額 100万円 100万円  50万円
単数世帯支給額  75万円  75万円 37.5万円

②加算支援金
（�住宅の再建方法
に応じて支給）

住宅の再建方法 建設・購入 補修 賃借（公営
住宅以外）

複数世帯支給額 200万円 100万円  50万円
単数世帯支給額 150万円  75万円 37.5万円

③県独自の特別
支援金

被害程度 全壊・解体・
大規模半壊 半壊 半壊に至らな

い床上浸水
複数世帯支給額  75万円 37.5万円 22.5万円
単数世帯支給額 56.2万円 28.1万円 16.8万円
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大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
が
１
月
11
日

㈮
、
肱
北
河
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
花
火
大
会
は
、
復
興
へ
の
願
い

を
込
め
、
大
洲
市
、
大
洲
商
工
会
議

所
、
大
洲
市
観
光
協
会
、
大
洲
商
店
会

連
合
会
が
主
催
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
肱
北
河
原
の
緑
地
公

園
特
設
会
場
で
は
、
甘
酒
や
ぜ
ん
ざ
い

な
ど
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
店
街
お
も
て
な
し
事
業
と
し

て
、
本
町
一
丁
目
商
店
街
と
殿
町
商
店

街
で
は
、
無
料
の
い
も
た
き
が
用
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
田で
ん

増ぞ
う

に
よ
る
演
奏
や
、
よ
さ

こ
い
演
舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
さ
こ

い
演
舞
で
は
、
昨
年
夏
に
中
止
と
な
っ

た
「
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
２

０
１
８
」
に
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
花
火
打
ち
上
げ
ま
で

の
ひ
と
と
き
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
後
に
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
約
20
分
間
、
冬
の
夜
空

を
彩
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
大
洲
復
興
冬
花
火
大

会
に
携
わ
っ
た
３
人
の
思
い
を
紹
介
し

ま
す
。

（特集）夜空を彩る冬花火 ～大洲復興冬花火大会～
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
夏
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
大
洲
の

花
火
大
会
で
花
火
師
を
務
め
る
㈱
カ
ネ

コ
の
金
子
仁ひ
と
し

さ
ん
か
ら
「
被
災
し
た
大

洲
市
民
の
た
め
に
、
無
償
で
復
興
の
花

火
を
打
ち
上
げ
た
い
」
と
い
う
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
沈
み
込
ん
で
ば
か

り
で
は
ダ
メ
だ
。
大
洲
が
元
気
に
な
る

た
め
に
花
火
を
打
ち
上
げ
よ
う
」
と
、

そ
の
話
に
賛
同
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
洲
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

愛
媛
県
、
㈱
カ
ネ
コ
に
協
力
を
い
た
だ

き
「
大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
多

く
の
人
か
ら
「
新
年
か
ら
元
気
が
出

た
」、「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ら
な
い
け
ん
」

と
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
花
火
大
会
が
開
催

で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
会
社
や
自
宅
も
被
災
し
ま
し
た

が
、
１
日
も
早
く
元
の
大
洲
に
戻
る
よ

う
に
、
復
興
に
向
け
一
歩
ず
つ
団
結
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

商
工
会
議
所
会
頭
の
城
戸
さ
ん
か

ら
、
こ
の
大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
を
開

催
す
る
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観

光
協
会
と
し
て
も
、
災
害
で
落
ち
込
ん

で
い
る
大
洲
市
を
、
な
ん
と
か
元
気
に

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
花
火
大

会
の
実
施
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
い
ち
ば
ん
心

配
し
た
こ
と
は
、
来
場
者
の
数
で
す
。

夏
の
夜
と
は
違
い
、
冬
の
夜
は
冷
え
込

み
が
強
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
商
店

街
連
合
会
や
、
商
工
会
議
所
青
年
部
・

婦
人
部
の
み
な
さ
ん
に
、
温
か
い
食
べ

物
な
ど
の
振
る
舞
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
花
火
大
会
は
、
た
く
さ

ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
成
功
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
花
火
大
会
に
は
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
人
が
訪
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
、
大
洲

市
が
災
害
を
乗
り
越
え
、
よ
り
一
層
盛

り
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
株
式
会
社
カ
ネ
コ
は
、
今
の

大
洲
市
が
大
洲
町
で
あ
っ
た
時
代
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
災

害
で
胸
を
痛
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
や
は
り
花

火
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ご
提

案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
大
洲
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大
洲

金
融
協
会
な
ど
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
と
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
洲
復
興

冬
花
火
大
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
花
火
は
、
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ん
へ
の
ご
自
愛
、
大
洲
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
の
感
謝
と
、
沈
ん
だ
気
持
ち
を
花

火
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
し
で
も
明

る
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
㈱
カ
ネ

コ
と
い
た
し
ま
し
て
も
微
力
な
が
ら
努

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
第
一
に
、
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ

た
１
月
11
日
は
、
15
年
前
に
１
市
２
町

１
村
が
合
併
し
、
今
の
大
洲
市
が
１
つ

に
な
っ
た
記
念
の
日
で
す
。
花
火
大
会

を
い
つ
開
催
す
る
か
協
議
し
て
い
る
中

で
、
こ
の
日
に
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
緑
地
公
園
に
は
、
多

く
の
観
客
が
集
ま
り
、
冬
の
空
に
打
ち

上
げ
ら
れ
る
花
火
を
見
上
げ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
目
頭
を
押
さ
え
る
人
も

見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
花
火
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
約
半
年
が

経
っ
た
今
、
大
洲
市
で
は
復
興
へ
の
歩

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
完
全

な
復
興
ま
で
に
は
、
長
い
道
の
り
に
な

り
ま
す
。１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
、

今
日
も
多
く
の
人
が
、
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

大洲商工会議所　会頭

城戸　猪
い

喜
き

夫
お

�さん

大洲市観光協会　会長

藤岡　周
しゅう

二
じ

�さん

株式会社カネコ
代表取締役会長

金子　　仁
ひとし

�さん

復
興
へ
の
証
と
し
て
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